
再評価 【番号１】

一般国道４３９号
落合バイパス



１．現道の道路交通上の課題

一般国道439号 現道延長 L=2.4km
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上

至 剣山

至 高知県

祖谷川

家屋連担区間
家屋連担区間

凡 例

：落石危険箇所

・連続する幅員狭小区間
(家屋連担区間)

・見通しの悪いカーブの連続
車両の対向が困難
歩行者の安全性の低下

・ 落石危険箇所(2箇所)
安全な通行に支障

栗枝渡地すべり防止区域 下瀬地すべり防止区域

京上地すべり防止区域

：現道

：地すべり防止区域

落石危険箇所状況 家屋連担区間通行状況



２．事業概要

一般国道439号 落合バイパス L=1.8km
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京

上

至 剣山

至 高知県

祖谷川

下瀬トンネル
Ｌ＝１４１ｍ

高知県

愛媛県

香川県

徳島県

Ｎ

落合バイパス

当初計画（Ｈ２２評価時）
トンネル：３箇所（計５１２ｍ）

を含むバイパス計画
全体事業費３７億円

トンネル
Ｌ＝２０５ｍ

トンネル
Ｌ＝１６６ｍ

下瀬トンネルを含む工区内に
おいて、斜面崩壊が発生し、
工事費が増大

残る２箇所のトンネル
について
事業費：増大
事業期間：長期化
の懸念

Ｈ２２評価時ルート
現道

凡 例



２．事業概要

一般国道439号 落合バイパス L=1.8km
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落
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至 剣山

至 高知県

祖谷川

工事費：増大
事業期間：長期化
の懸念

Ｈ２２評価時計画ルート
現道

凡 例

下瀬トンネル
Ｌ＝１４１ｍ

トンネル
Ｌ＝２０５ｍ

トンネル
Ｌ＝１６６ｍ

工種 箇所数・延長 工事費

トンネル ３箇所・５１２ｍ １３．８億円

現道拡幅 １，２８８ｍ ２３．２億円

合計 １，８００ｍ ３７．０億円

平成２２年度　評価時

工種 箇所数・延長 工事費

トンネル ３箇所・５１２ｍ ２１．０億円

現道拡幅 １，２８８ｍ ２６．０億円

合計 １，８００ｍ ４７．０億円

現計画を変更せず実施した場合



２．事業概要

一般国道439号 落合バイパス L=1.9km

(起
)三

好
市

東
祖

谷
落

合

Ｎ

(終
)三

好
市

東
祖

谷
京

上

至 剣山
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Ｈ２２評価時ルート
現道

現道拡幅ルート

凡 例
・コスト削減
・効果の早期発現
のため計画変更

下瀬トンネル
Ｌ＝１４１ｍ

トンネル
Ｌ＝２０５ｍ

計画見直しに伴う変更箇所

トンネルルート
↓

現道拡幅ルート

工種 箇所数・延長 工事費

トンネル ２箇所・３４６ｍ １２．９億円

現道拡幅 １，５４９ｍ ２９．１億円

合計 １，８９５ｍ ４２．０億円

計画変更した場合（トンネル工→現道拡幅）



３．事業の進捗状況

一般国道439号 落合バイパス L=1.9km(起
)三

好
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東
祖

谷
落

合

Ｎ

(終
)三
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谷
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上

至 剣山

至 高知県

２工区
(H25.9供用)
L=400m

４工区
(未供用)
L=235m ５工区

(H23.11供用)
L=220m

６工区
(H21.8供用)

L=150m ７工区
(未供用)
L=255m

８工区
(H21.9供用)

L=250m

下瀬トンネル

トンネル

２工区供用状況

下瀬トンネル起点側 下瀬トンネル終点側

５・６工区供用状況

１工区
(H21.8供用)
L=110m ３工区

(H23.9供用)
L=275m

供用済区間
現道

未供用区間

凡 例



４．事業評価結果

防災・減災

■緊急輸送道路ネットワークの強化
⇒道路の走行性、安全性が向上

■防災拠点等へのアクセス強化
⇒地域防災力が向上

■安全・安心の確保
⇒現道における人家連担区間を

迂回し、歩行者の安全を確保
■救急車両のアクセス向上

⇒地域住民の安心感の向上

その他の便益

環 境

・大気汚染や温暖化防止効果 0.2億円

計 １４．０億円

■観光地へのアクセス強化
⇒観光を中心とした産業振興

・走行時間短縮便益

・走行経費減少便益

・交通事故減少便益

計 50.6億円

(参考)その他の便益を含むＢ／Ｃ＝１．4

※費用Ｃ＝47.6億円 （現在価値化後）

（現在価値化後）

（現在価値化後）

貨幣価値換算可能な整備効果 貨幣価値に表れない整備効果

産業振興

安全・安心

・救命率の向上効果 13.8億円

医 療

Ｂ／Ｃ ＝１．1



５．道路整備による多様な効果【貨幣価値換算可能な整備効果】

医 療

◎その他の便益

・西祖谷分署から集落までの救急車両到
着時間が短縮されることにより、救命
率の向上が見込まれる

環 境

・CO2、NOxの排出量が抑制されることに
より、大気汚染・温暖化防止効果が見
込まれる

・呼吸停止の死亡率が約２０％低減
・多量出血の死亡率が約１５％低減

（整備なし）

（整備あり）

■救急医療へのアクセス向上効果

救命率の向上効果 ：１３．８億円

【カーラーの救命曲線(例)】
救急車両到
着時間が
8分短縮

【CO2排出量】 【NOx排出量】

■大気汚染や温暖化防止効果

大気汚染・温暖化防止効果：０．２億円

CO2排出量が
約52%削減

NOx排出量が
約58%削減

（整備なし）



①安全・安心の確保

・連続した線形不良区間の解消

・家屋連坦区間を避けた道路計画

→ 歩行者の安全性の確保

②救急車両のアクセス向上

→ 地域住民の安心感の向上

━ １次緊急輸送道路 ━２次緊急輸送道路
━ ３次緊急輸送道路

①緊急輸送道路ネットワークの強化

・幅員狭小、線形不良の解消

【最小幅員3.5m →7m】

・落石危険箇所の解消

【広域支援の強化】

●効果：災害に強い道路ネットワークの構築防災・減災

●効果：地域の安全安心の確保安全・安心

落合バイパス

防災拠点

物資拠点
（四国三郎の郷）

②防災拠点、避難場所へのアクセス強化

・県立三好病院などの災害拠点病院への

アクセスの向上

→ 地域防災力の向上

→ 道路の安全性が向上

５．道路整備による多様な効果 【貨幣価値に表れない整備効果】

東祖谷民俗資料館

東祖谷小学校・中学校

※イメージ



５．道路整備による多様な効果 【貨幣価値に表れない整備効果】

①観光地へのアクセス強化

剣山

三好市役所

いやしの温泉郷

一般国道439号
落合バイパス

438

439

438

32

192

3245

三好市役所
東祖谷総合支所

高 知 県

奥祖谷二重かずら橋

三好市

東みよし町

美馬市

落合集落

祖谷のかずら橋

大歩危・小歩危

奥祖谷観光周遊ﾓﾉﾚｰﾙ

剣山

奥祖谷二重かずら橋

●効果：地域経済の活性化産業振興

・「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」内の観光地へのアクセスの向上
⇒観光を中心とした地域振興

落合集落



供用済区間
現道

未供用区間

６．短期的な投資効果

延長Ｌ＝１．４ｋｍ供用開始
道路幅員３．５ｍから７．０ｍに改良

落石危険箇所

凡 例

時間：６分短縮
延長：０．４ｋｍ短縮
落石危険箇所２箇所を解消

一般国道439号 落合バイパス L=1.9km

安全・安心の確保
アクセスの向上

整備後状況①

①→

未供用供用済 未供用供用済 供用済

整備後状況③

←③

整備後状況②

←②



①「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」内の
観光地へのアクセスの向上
⇒剣山への観光客Ｈ２３年から６，０００人増加

体験型観光宿泊客がＨ２１年から倍増
外国人観光客Ｈ１９年から約８倍に増加

②イベント開催による地域の活性化
⇒自転車イベント「ツール・ド・にし阿波」に

約１，０００人の参加者

７．道路整備によるストック効果

剣山

受
入

校
数

三好市体験型教育旅行受入状況

受
入

泊
数

2810

１２

２１
２２

1513

3374

１２

落合集落

アレックス・カー氏は落合集落を
「桃源郷のような別世界」と表現
した。

ツール・ド・にし阿波

観
光

客
数

（
千

人
/
年

）

58

60

62

64

66

68

H23 H24 H25

剣山への観光客数、伸び率

H19 H26

1,000

8,000


